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｢アーカイブ研究会のアーカイブ化｣にみる単独性と普遍性
松井 広志
私にとって､この ｢持続可能な文化アーカイブ研究会｣は､はじめて参加した本格的な研究会で
あった｡これは､哲学的思考 (柄谷 1994)だけでなく､近年社会学でも用いられるようになった
(長谷 2009) ｢単独性｣という概念を用いるならば､私のこの研究会についての思い出は､ ｢研究
会というもの｣ (一般性)と対比される ｢ある研究会｣ (特殊性)ではなく､ ｢この研究会｣ (単独
悼)というべき記憶となっているということになる｡そして､研究会に参加された各研究者にとって
も､それぞれ違った経験内容ではあっても､それが何らかの意味で単独性もつこと自体は同様だと思
われる｡
われわれの日常は､このような単独性をもつ経験で構成されている｡それは､研究会のような学術
的な経験だけでなく､恋人や家族との日常的コミュニケーションがその重要な一部となっている｡し
かし､本書の各報告にあるように､テレビや映画､マンガ､アニメ､音楽といったメディア文化の経
験もまた､それぞれの実存的主体にとっては､かけがえのない一回限りの単独性をもつ記憶である｡
一方､例えば､写真や日記などの私的記録による集団の思い出の共有を支援する ｢思い出工学｣が
提起され (野島 2004)､個人が収集した映像も公的アーカイブとなりうる可能性をもっていること
が指摘される (石田 2009)｡そのなかで本研究会では､単独性をもつ記憶をいかにして拓かれた記
録として､社会的な共有知とにしていくのかという問題意識があった0
ここから考えると､アーカイブ研究会の記録として活動報告書がまとめられることは､私や研究会
のメンバーにおける単独性をもつ記憶が同時に､ある種の普遍性をもつ記録でもあるという事実を示
しているように思われる｡ ｢アーカイブ研究会のアーカイブ化｣としての本報告書は､このような
｢単独性をもつ記憶が普遍性をもつ記録になる｣論理をある意味で体現するものであるだろう｡
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